
特集―産業政策と雇用創出

Business Labor Trend 2010.2

36

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
な

か
、
農
業
が
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
二
○
○
九
年
の
農
業
就
業
人
口

は
約
二
九
○
万
人
。
そ
の
う
ち
、
六
割
が
六

五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
、
新
た
な
農
業
の
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

新
規
就
農
が
進
ま
な
い
要
因
の
ひ
と
つ
に
、

収
益
性
の
低
さ
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
農
業
が
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
た
め
に
は

ど
の
よ
う
な
政
策
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。

当
機
構
が
委
嘱
し
て
い
る
地
域
シ
ン
ク
タ
ン

ク
モ
ニ
タ
ー
に
意
見
を
聞
い
た
。

　

政
府
は
一
○
月
に
打
ち
出
し
た
緊
急
雇
用

対
策
の
な
か
で
農
業
を
雇
用
創
出
分
野
の
ひ

と
つ
に
指
定
し
た
。
だ
が
、
茨
城
地
域
モ
ニ

タ
ー
は
「
農
業
に
雇
用
の
『
緊
急
性
』
を
求

め
る
こ
と
が
理
解
で
き
な
い
」
と
否
定
的
な

見
解
を
示
す
。「
そ
も
そ
も
農
業
を
ひ
と
く

く
り
に
し
て
考
え
る
の
が
間
違
い
。
米
も
専

業
農
家
と
兼
業
農
家
で
は
状
況
が
異
な
る
」。

日
本
の
農
業
の
基
幹
で
あ
る
水
田
農
業
に
つ

い
て
は
「
収
益
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は

規
模
の
拡
大
や
効
率
化
が
必
要
な
の
で
短
期

的
に
は
雇
用
の
受
け
皿
と
な
ら
ず
、
む
し
ろ

マ
イ
ナ
ス
」
と
の
考
え
だ
。

　

青
森
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
、
農
業
を
労
働
集

約
型
産
業
と
し
て
の
み
と
ら
え
る
こ
と
に
疑

問
を
投
げ
か
け
た
。「
最
先
端
の
農
業
で
求

め
ら
れ
て
い
る
の
は
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
能
力
や
作
物
の
温
度
、
湿

度
、
照
明
管
理
な
ど
高
度
な
専
門
能
力
を

も
っ
た
人
材
だ
。
高
い
収
益
を
上
げ
て
い
る

農
業
は
い
ず
れ
も
高
度
な
専
門
性
を
も
っ
た

人
材
を
欲
し
て
い
る
。
頭
数
の
問
題
で
は
な

い
」。

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
も
農

業
が
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る

こ
と
に
つ
い
て
、
懐
疑
的
だ
。

「
二
○
○
八
年
末
か
ら
二
○

○
九
年
初
等
に
製
造
業
で
派

遣
労
働
者
の
解
雇
・
雇
い
止

め
が
大
量
に
発
生
し
た
際
、

国
や
地
方
自
治
体
は
担
い
手

不
足
に
悩
む
農
業
に
人
材
を

誘
導
し
よ
う
と
し
た
。
だ
が
、

申
し
込
み
が
少
な
か
っ
た
り
、

雇
用
さ
れ
て
も
長
続
き
し
な

か
っ
た
」。農
業
へ
の
誘
導
が
失
敗
に
終
わ
っ

た
理
由
と
し
て
、
同
モ
ニ
タ
ー
は
農
業
に
お

け
る
賃
金
水
準
の
低
さ
や
労
働
時
間
の
長
さ

な
ど
を
あ
げ
る
。

　
「
こ
れ
ら
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
単
に

雇
用
主
に
補
助
金
を
出
す
と
い
っ
た
政
策
で

は
な
く
、
農
業
に
お
け
る
働
き
方
そ
の
も
の

を
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
農

業
の
担
い
手
の
中
心
を
生
業
的
農
家
か
ら
農

業
生
産
法
人
な
ど
の
企
業
的
経
営
に
変
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
部
に
意
欲
的

な
農
家
は
あ
る
も
の
の
既
存
の
農
業
・
農
家

の
あ
り
方
を
続
け
る
か
ぎ
り
、
農
業
が
雇
用

の
受
け
皿
に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
」

　

農
業
生
産
法
人
を
中
心
に
雇
用
の
拡
大
を

は
か
る
べ
き
と
す
る
意
見
は
他
の
モ
ニ
タ
ー

か
ら
も
聞
か
れ
た
。
北
海
道
地
域
モ
ニ
タ
ー

は
効
率
的
な
経
営
、
生
産
だ
け
で
は
な
く
加

工
も
視
野
に
い
れ
た
経
営
の
多
角
化
、
社
会

保
険
の
適
用
や
給
与
所
得
者
と
し
て
の
労
務

管
理
の
導
入
な
ど
の
観
点
か
ら
「
農
業
生
産

法
人
の
育
成
が
重
要
」
と
訴
え
る
。
だ
が
、

実
際
に
は
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
確
立
、
資
金
調

達
、
市
場
開
拓
の
面
で
課
題
を
か
か
え
る
事

業
者
が
多
い
と
い
う
。

　

農
業
を
産
業
と
し
て
成
立
さ
せ
る
た
め
に

は
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
も
不
可
欠

だ
。
四
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
「
こ
れ
ま
で
競

争
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
民
間
企
業
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
農
業
分
野
で
も
生
か
せ
る
よ
う
一

般
企
業
の
農
業
参
入
を
促
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
が
事
業
と
し
て
自
立

す
る
こ
と
で
雇
用
の
場
も
創
出
さ
れ
る
」
と

の
見
解
を
示
し
た
。
近
畿
モ
ニ
タ
ー
は
「
中

国
な
ど
の
所
得
水
準
の
高
ま
り
や
海
外
の
ヘ

ル
シ
ー
志
向
を
受
け
て
、
海
外
市
場
を
開
拓

す
る
こ
と
も
必
要
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

一
般
企
業
が
農
業
に
参
入
す
る
う
え
で

ハ
ー
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
優
良
な
農

地
の
確
保
だ
。
二
○
○
五
年
九
月
か
ら
市
町

村
が
指
定
し
た
区
域
内
で
あ
れ
ば
、
一
般
企

業
も
農
地
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
だ
が
、
市
町
村
が
仲
介
す
る
の
は

耕
作
放
棄
地
に
限
定
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

優
良
な
農
地
取
得
は
困
難
だ
っ
た
。
昨
年
一

二
月
に
施
行
さ
れ
た
改
正
農
地
法
で
は
、「
企

業
が
借
り
る
農
地
を
市
町
村
が
指
定
し
た
区

域
に
限
る
」
と
し
た
規
制
が
撤
廃
さ
れ
、
一

定
条
件
の
も
と
、
原
則
自
由
に
農
地
が
取
得

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
九
州
地
域
モ
ニ

地
域
シ
ン
ク
タ
ン
ク
・
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
事
例
報
告

「
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
の
農
業
」
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タ
ー
は
「
他
分
野
か
ら
の
参
入
や
既
存
農
企

業
の
成
長
を
促
進
す
る
た
め
に
農
地
法
や
農

業
分
野
に
お
け
る
各
種
規
制
緩
和
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
」
と
主
張
す
る
。

　

中
国
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
現
政
権
が
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
る
戸
別
補
償
制
度
に
つ
い

て
、「
国
内
農
業
の
高
コ
ス
ト
・
低
付
加
価
値

体
質
や
後
継
者
問
題
を
踏
ま
え
れ
ば
安
易
に

否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
つ
つ
も

「
農
業
が
『
雇
用
の
受
け
皿
』
と
し
て
機
能

す
る
た
め
に
は
若
者
が
将
来
に
希
望
を
見
い

だ
せ
る
よ
う
な
あ
り
方
に
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
一
例
と
し
て
、「
農
業
法
人
や
産
地
直

売
所
、
農
商
工
連
携
な
ど
農
業
従
事
者
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
事
業
展
開
」
を
あ

げ
る
。「
と
く
に
中
国
地
方
の
よ
う
な
製
造

業
が
集
積
す
る
地
域
で
は
食
品
加
工
や
食
品

栽
培
技
術
に
生
産
管
理
手
法
な
ど
製
造
業
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
展
開
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
実
際
に
全
国
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
事

例
も
あ
る
。
ま
た
、
中
山
間
地
で
の
付
加
価

値
創
出
や
女
性
の
自
立
、
雇
用
創
出
の
た
め

に
も
地
元
産
の
農
産
品
を
活
用
し
た
農
商
工

連
携
あ
る
い
は
六
次
産
業
も
有
望
」。

農
業
分
野
で
の
成
功
事
例

　

九
州
地
域
モ
ニ
タ
ー
か
ら
も
指
摘
が
あ
っ

た
よ
う
に
農
業
は
一
般
的
に
収
益
性
が
低
く
、

新
規
就
農
者
を
阻
む
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
各
モ
ニ
タ
ー
に
地
域
に
お
い
て
農
業

分
野
で
高
収
益
を
あ
げ
て
い
る
事
例
、
ま
た

は
高
収
益
化
に
向
け
た
取
組
事
例
を
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
。

﹇
北
海
道
﹈

　

北
海
道
東
神
楽
町
に
本
社
を
も
つ
株
式
会

社
ホ
ー
ブ
は
北
海
道
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か

し
た
い
ち
ご
の
通
年
栽
培
（
施
設
栽
培
）
に

着
目
、
自
ら
栽
培
技
術
や
品
種
改
良
を
行
う

と
と
も
に
い
ち
ご
生
産
者
と
連
携
し
た
事
業

を
展
開
（
図
）。
二
〇
〇
五
年
に
は
ジ
ャ
ス

ダ
ッ
ク
市
場
に
上
場
す
る
ほ
ど
の
収
益
を
確

保
し
て
い
る
。
平
成
二
〇
一
〇
年
六
月
期
の

予
想
売
上
高
は
四
一
億
円
、
経
常
利
益
は
一

億
四
八
○
○
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

﹇
青　

森
﹈

　

六
戸
町
に
あ
る
大
西
ハ
ー
ブ
農
園
で
は

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
、
タ
イ
ム
、
セ
ー
ジ
な
ど
約

一
五
○
種
類
の
ハ
ー
ブ
を
無
農
薬
、
無
化
学

肥
料
で
栽
培
し
て
い
る
。
生
産
し
た
ハ
ー
ブ

は
有
名
レ
ス
ト
ラ
ン
や
高
級
ホ
テ
ル
を
中
心

に
一
○
○
グ
ラ
ム
あ
た
り
約
一
○
○
○
円
で

出
荷
し
て
い
る
。
青
森
地
域
モ
ニ
タ
ー
は
、

不
況
で
あ
え
ぐ
青
森
地
域
に
お
い
て
「
こ
こ

だ
け
は
別
世
界
」
と
表
現
し
た
。

﹇
近　

畿
﹈　

　

大
阪
府
立
大
学
は
中
百
舌
鳥
キ
ャ
ン
パ
ス

（
堺
市
）
内
に
研
究
セ
ン
タ
ー
を
新
設
し
、

府
内
の
中
小
企
業
と
連
携
し
て
、「
植
物
工

場
」
を
低
コ
ス
ト
、
高
効
率
で
運
営
す
る
た

め
の
技
術
開
発
に
乗
り
出
し
た
。
具
体
的
に

は
温
度
・
湿
度
を
均
一
に
保
つ
環
境
制
御
技

術
を
開
発
し
、
植
物
の
歩
留
ま
り
の
三
割
改

善
を
目
指
す
。
ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
て
、

多
湿
な
環
境
に
耐
え
る
照
明
機
器
を
開
発
し
、

電
力
を
六
割
削
減
す
る
計
画
だ
。
事
業
費
六

億
五
○
○
○
万
円
を
投
じ
、
本
年
夏
を
目
処

に
完
成
さ
せ
る
計
画
だ
。

﹇
中　

国
﹈

　

平
田
観
光
農
園
で
は
、
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

タ
イ
プ
の
観
光
農
園
を
運
営
す
る
か
た
わ
ら
、

規
格
外
や
落
下
し
た
果
樹
を
加
工
し
て
販
売

す
る
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
山
間
地
に
雇
用
を
創
出
。
さ
ら
に
果
樹
を

利
用
し
た
菓
子
作
り
や
生
産
者
と
消
費
者
の

直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て

「
食
育
」
を
実
現
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

同
農
園
は
国
内
外
の
農
業
就
業
希
望
者
を
研

修
生
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
地
域
産
業

の
中
核
と
し
て
発
展
し
な
が
ら
、
地
域
内
外

で
農
業
の
可
能
性
を
切
り
開
い
て
い
る
事
例

だ
。

　
「
お
お
ち
山
く
じ
ら
」
は
市
町
村
合
併
で

誕
生
し
た
過
疎
地
域
の
美
郷
町
で
農
業
被
害

を
も
た
ら
す
イ
ノ
シ
シ
を
高
級
食
材
と
し
て

転
換
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
漁
師
任
せ
に
し
て

い
た
駆
除
を
農
家
独
自
の
方
法
に
切
り
替
え
、

市
町
村
合
併
を
契
機
に
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

し
た
。
タ
ン
パ
ク
質
が
高
く
肉
質
も
や
わ
ら

か
い
、
イ
ノ
シ
シ
肉
は
大
都
市
圏
の
料
亭
か

ら
も
好
評
だ
と
い
う
。
美
郷
町
で
は
男
性
が

捕
獲
・
解
体
し
た
イ
ノ
シ
シ
を
女
性
が
加
工
、

調
理
、
販
売
す
る
分
業
体
制
が
確
立
さ
れ
、

農
家
に
副
収
入
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
女
性

の
自
立
に
つ
な
が
っ
た
。
農
業
を
地
域
で
活

性
化
し
、
高
付
加
価
値
を
あ
げ
て
い
る
好
事

例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

﹇
四　

国
﹈

　

ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
（
愛
媛
県

東
温
市
）
は
、
伊
藤
忠
商
事
九
五
％
、
イ
ズ

ミ
農
園
（
山
梨
県
）
四
％
、
同
社
一
％
の
共

同
出
資
で
農
産
物
の
卸
売
・
販
売
を
手
が
け

る
ア
イ
ス
ク
ウ
ェ
ア
を
東
京
に
設
立
し
た
。

外
食
チ
ェ
ー
ン
や
小
売
店
な
ど
と
取
引
の
あ

図
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る
大
手
商
社
と
連
携
す
る
こ
と
で
新
規
の
販

売
先
を
開
拓
し
、
業
容
を
拡
大
し
て
い
る
。

販
売
先
は
お
も
に
首
都
圏
で
外
食
産
業
七
割
、

量
販
店
二
割
、
そ
の
他
一
割
と
な
っ
て
い
る
。

　

大
塚
化
学
（
大
阪
市
）
の
グ
ル
ー
プ
企
業
、

ア
グ
リ
ベ
ス
ト
（
徳
島
県
鳴
門
市
）
は
「
養

液
栽
培
」、「
養
液
土
壌
栽
培
」
と
い
う
高
付

加
価
値
の
農
産
物
栽
培
シ
ス
テ
ム
を
手
が
け

て
い
る
。
直
営
農
場
で
ト
マ
ト
や
い
ち
ご
を

生
産
、
販
売
す
る
ほ
か
、
全
国
の
生
産
者
と

契
約
し
、
栽
培
技
術
を
提
供
し
て
い
る
。
ま

た
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
Ｊ
Ａ
が
所
有

す
る
遊
休
農
地
を
活
用
し
て
ハ
ウ
ス
を
建
設

し
、
ト
マ
ト
の
栽
培
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
同
社
で
は
農
林
水
産
省
と
施
設
園
芸
の
初

期
投
資
と
作
業
労
力
の
低
減
に
つ
な
が
る
ト

マ
ト
栽
培
を
試
験
的
に
進
め
て
い
る
。

﹇
九　

州
﹈

　

高
収
益
化
を
集
約
化
、
大
規
模
化
と
い
う

面
で
と
ら
え
る
と
す
れ
ば
、
九
州
（
山
口
を

含
む
）
の
農
企
業
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、

木
内
農
園
（
熊
本
県
南
阿
蘇
村
）
と
み
ど
り

の
風
共
同
組
合
（
山
口
県
阿
東
町
）
の
二
つ

の
農
業
法
人
が
共
同
出
資
で
設
立
し
た
「
花

の
海
」（
山
口
県
山
陽
小
野
田
市
）
が
あ
げ
ら

れ
る
。
同
社
は
一
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
も
お
よ

ぶ
広
大
な
干
拓
地
に
大
型
の
温
室
を
建
設
し
、

二
○
○
五
年
一
二
月
よ
り
イ
チ
ゴ
、
ミ
ニ
バ

ラ
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
苗
物
な
ど
の
生
産
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
国
内
の
施
設
園
芸
と
し

て
は
き
わ
め
て
大
規
模
で
年
間
約
八
億
円
の

売
上
げ
を
見
込
む
。
同
社
で
は
一
○
人
の
正

社
員
と
約
八
○
人
の
パ
ー
ト
職
員
を
雇
用
し

て
い
る
。

　

新
福
青
果
（
都
城
市
）
で
は
、
宮
崎
県
南

部
を
中
心
に
ゴ
ボ
ウ
、
大
根
、
ら
っ
き
ょ
う

な
ど
の
根
菜
類
を
中
心
に
約
九
○
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
農
地
で
大
規
模
な
野
菜
の
生
産
を
行
っ

て
い
る
。
同
社
は
六
六
七
の
農
家
（
法
人
を

含
む
）
と
生
産
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
二
○

○
三
年
で
は
年
間
売
上
げ
一
五
・
五
億
円
を

達
成
し
た
。
同
社
の
特
徴
は
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
生
産
情
報
の
蓄
積
と
作
業
の
標
準
化
。
大

日
本
印
刷
な
ど
と
共
同
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
、
圃
場
（
ほ
じ
ょ
う
）
段
階
で
肥
料
、

農
薬
、作
業
を
入
力
し
、情
報
を
本
社
の
サ
ー

バ
に
蓄
積
す
る
こ
と
で
、
圃
場
レ
ベ
ル
で
の

生
産
原
価
を
把
握
し
、
生
産
効
率
の
改
善
に

役
立
て
て
い
る
。
こ
の
種
の
情
報
は
こ
れ
ま

で
個
々
の
農
家
が
「
暗
黙
知
」
と
し
て
蓄
積

し
、
共
有
が
困
難
だ
っ
た
。
多
く
の
農
家
と

契
約
し
、
多
数
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
よ
う

な
企
業
的
農
業
経
営
に
お
い
て
、
情
報
を
共

有
し
、「
形
式
知
」
化
し
て
い
く
こ
と
は
非
常

に
重
要
だ
。（

調
査
・
解
析
部　

米
島
康
雄
）
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